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平成 2３年 11 月１９日（土）２０日（日）の 2日間、小牧市市民会館・公民館に於いて「2011 いきい 

きこまき」が盛大に開催され、多くの来場者でにぎわいました。 

 

 

 

 

 

 

 

《屋外イベント》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《屋内イベント》 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１８号 

 

 

初日の１９日はあいにくの雨でしたが、２０

日は晴天！環境フェアは、「環境にやさしい

ライフスタイルをご提案します！！」をテー

マに開催されました。 

「観て、聴いて、体験できる」展示を屋内外

１４ブースにて行いました。 

・にこにこニコラの店（ぜんざいや芋スティックの販売） ・廃食用油でロウソク作り 

・兒の森活動グループ（クラフト作成） ・廃食用油で走るパッカー車展示 

・東邦ガスブース(天然ガス自動車のＰＲカーの展示と環境にやさしい料理の紹介) 

 

 

・こまきの環境と交通 ・菜種油しぼり体験 ・森の工作（クラフト作成） ・卵パズルゲーム 

・自然環境観察人ブース ・小牧市周辺の自然と歴史について ・作って使おう！マイバッグ 

・みんなで楽しい！分別ゲーム ・古紙リサイクルコーナー 

 

 

 

   

 

 



  

 

 

平成１７年１１月、小牧市は環境都市宣言をしました。そして平成２０年４月、罰

則付き条例「快適で清潔なまちづくり条例」が施行されました。 

生活環境をつくるのも、守るのも、こわすのも市民一人ひとりの心がけ次第

です。環境にやさしい市民になっていただきたい ・ ・ ・ 。 

「環境フェア」はそんな願いで開催されています。 

２３－１２ 

 

「環境都市宣言のまち」について環境フェアでアンケートを実施しました。                

回答者数 １３３人 

○小牧市が「環境都市宣言のまち」であることを知っていますか。 

①知っている ７５人（５６％）  ②知らなかった ５８人（４４％） 

○「環境都市」とはどんなまち？ あなたがいちばんイメージするまちは 

どんなまちですか。 

①花と緑にあふれた美しいまち           ４８人（３６％） 

②市民が温暖化防止やリサイクルによく協力するまち ４２人（３２％） 

③ごみのない清潔なまち              ２７人（２０％） 

④大気汚染や川の汚れのない快適なまち       １６人（１２％） 

○「環境都市づくり」のために、市民として誰もが実行しなければならな 

  いと思われることは何でしょうか。 

   ①花と緑を増やすこと               １８人（１４％） 

   ②資源を大切にすること              ５８人（４４％） 

   ③ごみのない清潔なまちにすること         ４７人（３５％） 

   ④温暖化防止につとめること             ９人（ ７％） 

○小牧の環境問題としての回答者の声 

   ・環境について各地区で座談会の機会を設けてほしい 

   ・一人ひとりが自覚を持ちごみを出さないようにすることが大切 

・子ども達のお手本となるよう環境をより良くできる取り組みが必要 

などの意見がありました。 

 

     

 

 

いま、私たちは、環境美化、地球温暖化問題や廃棄物問題など、私たち

の生活を脅かす問題に直面しています。これらを解決するには、私たちの

日々の暮らし方を根本的に見直し、自主的・積極的に環境問題に取り組ん

でいくことが重要です。「市民の発信でこまきを変えよう」伝わる“環境広

報”でいかに社会と手をつなぐことができるかが今後の重要な課題だと思

います。 

人は環境をつくり、環境に染まります。次の世代のためにも環境に

やさしい市民でありたいものです。 
 

 


